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MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の前提条
件

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性機能では、LSP属性リストまたは帯域幅上書
きのパスオプション機能を設定する前にMPLS TEトンネルを設定する必要があります。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の制約事
項

•異なるプライオリティのパスオプション間での再最適化はサポートされていません。

• LSP属性リスト機能では、パスオプションの優先順位を設定する際、トンネルやトンネル
で使用される他のパスオプションに設定されている優先順位と一致させる必要がありま

す。
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MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性について
ここでは、MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性について説明します。

『MPLS Traffic Engineering—LSP Attributes』
このマニュアルでは、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）トラフィックエンジ
ニアリング（TE）トンネルに関連付けられたパスオプションのラベルスイッチドパス（LSP）
属性の設定方法について説明します。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性機能は、MPLS TE機能の拡張版であり、LSP
属性リスト機能と帯域幅上書きのパスオプション機能を備えています。これらの機能によっ

て、MPLS TEトンネルパスオプションの LSP属性を柔軟に設定できるようになります。LSP
属性リストを使用すると、TEトンネルのパスオプションに対して複数の LSP属性を適用でき
ます。必要な LSP属性が帯域幅だけである場合、帯域幅上書きのパスオプションを設定でき
ます。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の利点
MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性機能は、LSP属性リスト機能と帯域幅上書き
のパスオプション機能を提供します。これらの機能には、次の利点があります。

• LSP属性リスト機能によって、TEトンネルの複数の LSP固有のパスオプションの値を設
定できる。

• 1つ以上の TEトンネルで、LSP属性リストを参照することによって特定のパスオプショ
ンを指定できる。

• LSP属性リストによって、MPLS TEユーザインターフェイスがより柔軟で使いやすくな
り、拡張と管理が簡単になる。

•帯域幅上書きのパスオプション機能によって、TEトンネルが帯域幅の制約を緩和できる
パスオプションに一時的にフォールバックできる単一のコマンドが提供される。

トラフィックエンジニアリング帯域幅

MPLSトラフィックエンジニアリングを使用すると、IPトラフィックの制約ベースのルーティ
ング（CBR）が可能になります。CBRによって満たされる制約の1つに、選択されたパスにお
ける必要な帯域幅のアベイラビリティがあります。通常の TEトンネル帯域幅は、グローバル
プールと呼ばれます。サブプール帯域幅は、グローバルプールの一部です。サブプール帯域幅

は、使用中以外はグローバルプールから予約されません。そのため、サブプールトンネルで

は、サブプール以外のトンネルよりも高いプライオリティが必要となります。
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LSP属性帯域幅パスオプションは、グローバルプール（デフォルト）またはサブプールの帯
域幅を使用するように設定できます。パスオプションの帯域幅値は任意の有効な値に設定で

き、プールはトンネルに設定されているプールと同じものである必要はありません。

bandwidth [global] kbpsコマンドを使用してパスオプションの帯域幅を設定する場合は、すべ
てサブプールの帯域幅を使用するか、またはすべてグローバルプールの帯域幅を使用してくだ

さい。

（注）

LSP属性リスト機能または帯域幅上書きのパスオプション機能を使用すると、ダイナミック
パスオプションと明示パスオプションの両方で帯域幅を設定できます。これらの機能をイネー

ブルにするコマンドは、両方同時に使用することはできません。帯域幅がパスオプションに設

定する必要がある唯一のLSP属性である場合は、機能をイネーブルにするコマンドを使用しま
す。帯域幅の制約が緩和される複数のパスオプションを設定する場合、これが最も簡単な方法

です。インターフェイスコンフィギュレーションモードで tunnel mpls traffic-eng path-option
コマンドに bandwidthキーワードを入力すると、そのパスオプションに対しては LSP属性リ
ストを設定できなくなります。

トンネル属性と LSP属性
Cisco IOS XEトンネリングインターフェイスには、MPLS TEに関連した数多くのパラメータ
があります。通常、これらのパラメータは、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドで tunnel mpls traffic-engコマンドを使用して設定します。これらのコマンドの多くは、ト
ンネルのロードシェアリング係数などの、トンネル固有のプロパティを決定します。これらの

コマンドでは、トンネルによって使用されている特定のLSPには関連しないパラメータが設定
されます。ただし、一部のトンネリングパラメータは、トンネルが使用する LSPに適用され
ます。LSP固有のプロパティは、LSP属性リストを使用して設定できます。

LSP属性と LSP属性リスト
LSP属性リストには、TEトンネルに設定できる各 LSP固有のパラメータの値を含めることが
できます。LSP属性リストは、mpls traffic-eng lsp attributes stringコマンドを使用して設定し
ます。ここで、stringは属性リストを示しています。指定できる LSP属性には、次のものがあ
ります。

• LSPを構成するリンクの属性フラグ（affinityコマンド）

•グローバルプールまたはサブプールの LSP帯域幅（bandwidthコマンド）

• LSPの再最適化のディセーブル化（lockdownコマンド）

• LSPプライオリティ（priorityコマンド）

• LSPで使用されるルートの記録（record-routeコマンド）
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LSP属性リストの管理
MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性機能には、LSP属性リストを管理するための
コマンドも用意されています。次を実行できます。

•すべての属性リストエントリの再リスト（listコマンド）

•リストからの特定の属性の削除（noattributeコマンド）

exitコマンドを使用すると、LSP属性コンフィギュレーションサブモードを終了して、グロー
バルコンフィギュレーションモードに戻ります。

要件に応じて、異なるパスオプションに対して、異なる属性のセットを持つ LSP属性リスト
を設定できます。また、LSP属性リストは、同じ LSP属性を使用する複数の TEトンネルを設
定するための簡単な方法でもあります。つまり、同じLSP属性リストを参照して、1つ以上の
TEトンネルの LSP固有のパラメータを設定できます。

コンストレイントベースルーティングとパスオプション選択

MPLSトラフィックエンジニアリングでは、Resource Reservation Protocol（RSVP）を使用し
て、バックボーン上で LSPを自動的に確立および維持します。LSPで使用されるパスは、LSP
リソース要件とネットワークリソース（帯域幅など）によって決まります。トラフィックエ

ンジニアリングトンネルは、必要なリソースと使用可能なリソースの調和に基づいてLSPヘッ
ドで計算されます（コンストレイントベースルーティング）。

帯域幅上書きのパスオプション機能がない場合、TEトンネルでは、ダイナミックパスオプ
ションまたは明示パスオプションに基づいて、優先度順に LSPが確立されます。ただし、TE
トンネルに設定された帯域幅などの属性によって、LSPパスオプションが制約を満たす場合に
だけ LSPの設定が許可されます。設定されたパスオプションを満たすパスが見つからない場
合、トンネルは設定されません。

帯域幅上書きのパスオプション機能によって、TEトンネルインターフェイスに設定された帯
域幅を上書きできるフォールバックパスオプションが提供されます。たとえば、帯域幅をゼ

ロ（0）に設定したパスオプションを設定すると、コンストレイントベースルーティングの計
算で適用される帯域幅の制約を効果的に除去することができます。

トンネル再最適化とパスオプション選択

再最適化は、トラフィックエンジニアリングトンネルを持つデバイスで、LSPが確立されて
いるトンネルを調査し、より適切なLSPが利用できるかどうかを取得するときに発生します。
より適切な LSPが利用可能である場合、デバイスでは、より適切な LSPをシグナリングしま
す。シグナリングに成功すると、デバイスでは古い LSPがより適切な新しい LSPに置き換え
られます。

再最適化は、タイマー、mpls traffic-eng reoptimizeコマンドの発行、またはトンネルの再シグ
ナリングが必要となる設定変更によってトリガーできます。たとえば、MPLS自動帯域幅機能
では、タイマーを使用して、帯域幅パスオプション属性に基づいた再最適化の頻度が設定され

ます。帯域幅上書きのパスオプション機能を使用すると、TEトンネルインターフェイスに設
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定された帯域幅と、特定のパスオプションに設定された帯域幅を切り替えることができます。

これにより、TEトンネルにおける LSPのシグナリングの成功率が高まります。

パスオプションに帯域幅上書きが設定されている場合、トラフィックエンジニアリングソフ

トウェアは 30秒ごとに帯域幅を再最適化してトンネルに設定された帯域幅の再設定を試みま
す（「帯域幅上書きのパスオプションの設定」を参照）。

LSP属性リストで lockdownコマンドを使用して、LSPの再最適化をディセーブルにできます。
tunnel mpls traffic-eng path-optionコマンドを使用して、lockdownコマンドを含む LSP属性リ
ストをパスオプションに適用できます。

bandwidth [global] kpbsコマンドを使用してパスオプションの帯域幅を設定する場合は、すべ
てサブプールの帯域幅を使用するか、またはすべてグローバルプールの帯域幅を使用してくだ

さい。サブプールの帯域幅とサブプール以外の帯域幅を混合しないでください。混合すると、

あとでパスオプションが再最適化されません。

（注）

帯域幅上書きを使用したパスオプション選択

帯域幅上書きのパスオプション機能を使用すると、特定のパスオプションの帯域幅パラメー

タを設定できます。この設定には、tunnel mpls traffic-eng path-optionコマンドの bandwidth
キーワードを使用します。帯域幅が設定されたパスオプションを使用して LSPがシグナリン
グされる場合、トンネルに対して設定された帯域幅ではなく、パスオプションに関連付けられ

た帯域幅がシグナリングされます。

また、この機能を使用すると、トンネルのヘッドエンドでLSPの確立に失敗するたびに発生す
る帯域幅の制約を緩和できるように複数のパスオプションを設定することもできます。

次の設定では、tunnel mpls traffic-eng bandwidthコマンドを使用してトンネルの帯域幅を設定
し、3つの tunnel mpls traffic-eng path-optionコマンドを使用して LSPのシグナリングパスオ
プションを定義しています。

tunnel mpls traffic-eng bandwidth 1000
tunnel mpls traffic-eng path-option 1 explicit name path1
tunnel mpls traffic-eng path-option 2 explicit name path2 bandwidth 500
tunnel mpls traffic-eng path-option 3 dynamic bandwidth 0

デバイスでは、次のように優先度順に LSPのパスオプションが選択されます。

•デバイスでは、パスオプションを使用して、パスオプション 1から LSPのシグナリング
が試みられます。

path-option 1には帯域幅が設定されていないため、デバイスでは、トンネルインターフェイス
に設定された 1000 kbpsの帯域幅を使用して LSPのシグナリングが試みられます。

•ネットワークで 1000 kbpsの帯域幅を利用できない場合、デバイスは、path-option 2を使用
して LSPの確立を試みます。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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path-option2には、500kbpsの帯域幅が設定されています。これにより、トンネルインターフェ
イスに設定されている元の 1000 kbpsの帯域幅の制約が緩和されます。

• 500 kbpsが利用できない場合、デバイスは、path-option 3を使用して LSPの確立を試みま
す。

path-option 3はダイナミックとして設定されており、帯域幅は 0です。宛先までの IPパスが存
在し、他のすべてのトンネル制約が満たされる場合、デバイスで LSPが確立されます。

LSP属性リストを使用する TEトンネルのデフォルトのパスオプショ
ン属性

TEトンネルのパスオプション属性の値は、次のように決定されます。

•パスオプションによって参照される LSP属性リストの値は、トンネルインターフェイス
に設定された値よりも優先されます。

• LSP属性リストに属性が指定されていない場合、トンネル設定の属性が使用されます。
LSP属性リストにはデフォルト値が設定されていません。

•トンネルに属性が設定されていない場合、デバイスでは、次のようにトンネルのデフォル
ト値が使用されます。

{affinity= affinity 0 mask 0,

bandwidth= bandwidth 0,

lockdown= no lockdown,

priority= priority 7 7,

record-route= no record-route

.

.

.

}

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定方
法

ここでは、MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定について説明します。
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LSP属性リストの設定
パスオプションに適用する必要な属性を持つラベルスイッチドパス（LSP）属性リストを設
定するには、次の作業を実行します。要件に応じて、異なるパスオプションに対して、異なる

属性のセットを持つ LSP属性リストを設定できます。LSP属性リストによって、MPLS TEト
ンネルパスオプションの設定において、柔軟で使いやすく、拡張と管理が簡単なユーザイン

ターフェイスが提供されます。

また、LSP属性リストは、同じ LSP属性を使用する複数の TEトンネルを設定するための簡単
な方法でもあります。つまり、同じ LSP属性リストを参照して、1つ以上の TEトンネルの
LSP固有のパラメータを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

LSP属性リストを設定し、LSP属性コ
ンフィギュレーションモードを開始し

ます。

mpls traffic-eng lsp attributes string

例：

Device(config)# mpls traffic-eng lsp
attributes 1

ステップ 3

• string引数では、特定の LSP属性
リストを指定します。

（任意）LSPを構成するリンクの属性
フラグを指定します。

affinity value [mask value]

例：

ステップ 4

• value引数では、LSPを構成するリ
ンクで必要な値を指定します。各

ビットの値は 0または 1です。

Device(config-lsp-attr)# affinity 0
mask 0

• mask valueキーワードと引数の組
み合わせは、どの属性値をチェッ

クする必要があるかを示します。

•マスクのビットが 0の場合、
そのビットに対応するリンク

の属性値は関連しません。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

•マスクのビットが 1の場合、
そのリンクの属性値と、その

ビットに対応する LSPの必要
なアフィニティは一致する必

要があります。

.

（任意）LSP帯域幅を指定します。bandwidth [global ]kbps

例：

ステップ 5

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。
Device(config-lsp-attr)# bandwidth
5000

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

（任意）LSP属性リストの内容を表示
します。

list

例：

ステップ 6

Device(config-lsp-attr)# list

（任意）LSPの再最適化をディセーブ
ルにします。

lockdown

例：

ステップ 7

Device(config-lsp-attr)# lockdown

（任意）LSPプライオリティを指定し
ます。

priority setup-priority [hold-priority]

例：

ステップ 8

• setup-priority引数は、LSPのシグ
ナリング時に既存のどの LSPよりDevice(config-lsp-attr)# priority 1

1
も優先的に取得できるかを決定す

るために使用します。有効な値は

0～ 7であり、数字が小さいほど
優先順位は高くなります。した

がって、設定プライオリティが 0
の LSPは、プライオリティが 0以
外のどの LSPよりも優先的に取得
されます。

• hold-priority引数は LSPと関連付
けられて、シグナリングされてい

る他の LSPの方を優先的に取得す
る必要があるかどうかを決定しま
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目的コマンドまたはアクション

す。有効な値は 0～ 7であり、数
字が小さいほど優先順位は高くな

ります。

（任意）LSPによって使用されるルー
トを記録します。

record-route

例：

ステップ 9

Device(config-lsp-attr)# record-route

（任意）LSP属性リストから特定の属
性を削除します。

no sub-command

例：

ステップ 10

• sub-command引数には、属性リス
トから削除する LSP属性を指定し
ます。

Device(config-lsp-attr)# no
record-route

（任意）LSP属性コンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 11

Device(config-lsp-attr)# exit

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 12

Device(config)# end

LSP属性リストへの属性の追加
LSP属性リストに属性を追加するには、次の作業を実行します。LSP属性リストによって、柔
軟で使いやすく、いつでもMPLS TEトンネルトラフィックの要件に合うように拡張または変
更可能なユーザインターフェイスが提供されます。LSP属性コンフィギュレーションモード
は、特定の LSP属性リストを表示したり、必要なパスオプション属性を追加または変更した
りするために使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

LSP属性リストを設定し、LSP属性コン
フィギュレーションモードを開始しま

す。

mpls traffic-eng lsp attributes string

例：

Device(config)# mpls traffic-eng lsp
attributes 1

ステップ 3

• string引数では、特定のLSP属性リ
ストを指定します。

（任意）LSPを構成するリンクの属性フ
ラグを指定します。

affinity value [maskvalue]

例：

ステップ 4

• value引数では、LSPを構成するリ
ンクで必要な値を指定します。各

ビットの値は 0または 1です。

Device(config-lsp-attr)# affinity 0
mask 0

• maskvalueキーワードと引数の組み
合わせは、どの属性値をチェックす

る必要があるかを示します。

•マスクのビットが0の場合、そ
のビットに対応するリンクの属

性値は関連しません。

•マスクのビットが1の場合、そ
のリンクの属性値と、そのビッ

トに対応する LSPの必要なア
フィニティは一致する必要があ

ります。

LSP帯域幅を指定します。bandwidth [ global] kbps

例：

ステップ 5

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

LSPプライオリティを指定します。priority setup-priority [hold-priority]

例：

ステップ 6

• setup-priority引数は、LSPのシグナ
リング時に既存のどの LSPよりも

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-lsp-attr)# priority 2 2
優先的に取得できるかを決定するた

めに使用します。有効な値は 0～ 7
であり、数字が小さいほど優先順位

は高くなります。したがって、設定

プライオリティが 0の LSPは、プ
ライオリティが 0以外のどの LSP
よりも優先的に取得されます。

• hold-priority引数は LSPと関連付け
られて、シグナリングされている他

の LSPの方を優先的に取得する必
要があるかどうかを決定します。有

効な値は0～7であり、数字が小さ
いほど優先順位は高くなります。

（任意）LSP属性リストの内容を表示し
ます。

list

例：

ステップ 7

•属性リストに追加されたパスオプ
ション属性を表示する場合に listコ
マンドを使用します。

Device(config-lsp-attr)# list

（任意）LSP属性コンフィギュレーショ
ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 8

Device(config-lsp-attr)# exit

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 9

Device(config)# end

例：LSP属性リストからの属性の削除
次に、文字列 'simple'で識別されるLSP属性リストから priority属性を削除する例を示します。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes simple
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# list
LIST simple
priority 1 1
!
Device(config-lsp-attr)# no priority
Device(config-lsp-attr)# list
LIST simple
!
Device(config-lsp-attr)# exit

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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LSP属性リスト内の属性の変更
LSP属性リスト内の属性を変更するには、次の作業を実行します。LSP属性リストによって、
いつでもMPLS TEトンネルトラフィックの要件に合うように拡張または変更可能な、柔軟な
ユーザインターフェイスが提供されます。LSP属性コンフィギュレーションモードは、特定
の LSP属性リストを表示したり、必要なパスオプション属性を変更したりするために使用し
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

LSP属性リストを設定し、LSP属性コン
フィギュレーションモードを開始しま

す。

mpls traffic-eng lsp attributes string

例：

Device(config)# mpls traffic-eng lsp
attributes 1

ステップ 3

• string引数では、特定のLSP属性リ
ストを指定します。

LSPを構成するリンクの属性フラグを指
定します。

affinity value [maskvalue]

例：

ステップ 4

• value引数は、LSPを構成するリン
クで必要な値です。各ビットの値は

0または 1です。

Device(config-lsp-attr)# affinity 1
mask 1

• maskvalueキーワードと引数の組み
合わせは、どの属性値をチェックす

る必要があるかを示します。

•マスクのビットが0の場合、そ
のビットに対応するリンクの属

性値は関連しません。

•マスクのビットが1の場合、そ
のリンクの属性値と、そのビッ

トに対応するトンネルの必要な

アフィニティは一致する必要が

あります。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）LSP属性リストの内容を表示し
ます。

list

例：

ステップ 5

•属性リストに設定されたパスオプ
ション属性を表示する場合に listコ
マンドを使用します。

Device(config-lsp-attr)# list

LSPを構成するリンクの属性フラグを指
定します。

affinity value [maskvalue]

例：

ステップ 6

• value引数は、LSPを構成するリン
クで必要な値です。各ビットの値は

0または 1です。

Device(config-lsp-attr)# affinity 0
mask 0

• maskvalueキーワードと引数の組み
合わせは、どの属性値をチェックす

る必要があるかを示します。

•マスクのビットが0の場合、そ
のビットに対応するリンクの属

性値は関連しません。

•マスクのビットが1の場合、そ
のリンクの属性値と、そのビッ

トに対応するトンネルの必要な

アフィニティは一致する必要が

あります。

（任意）LSP属性リストの内容を表示し
ます。

list

例：

ステップ 7

•属性リストでパスオプション属性が
変更されたことを確認する場合に

listコマンドを使用します。

Device(config-lsp-attr)# list

（任意）LSP属性コンフィギュレーショ
ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 8

Device(config-lsp-attr)# exit

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 9

Device(config)# end

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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LSP属性リストの削除
LSP属性リストを削除するには、次の作業を実行します。この作業は、MPLS TEトンネルの
LSP属性リストに指定された LSP属性パスオプションが不要になった場合に実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

デバイス設定から指定した LSP属性リ
ストを削除します。

no mpls traffic-eng lsp attributes string

例：

ステップ 3

• string引数は、削除する特定の LSP
属性リストを示します。

Device(config)# no mpls traffic-eng
lsp attributes 1

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

（任意）設定した LSP属性リストに関
する情報を表示します。

show mpls traffic-eng lsp attributes [string]

例：

ステップ 5

•ルータから LSP属性リストが削除
されたことを確認する場合に、show

Device# show mpls traffic-eng lsp
attributes

mpls traffic-eng lsp attributesコマン
ドを使用します。

LSP属性リスト内の属性の確認
LSP属性リスト内の属性を確認するには、次の手順を実行します。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

LSP属性コンフィギュレーションモー
ドを開始します。特定の LSP属性リス
トの内容を確認します。

mpls traffic-eng lsp attributes string list

例：

Device(config)# mpls traffic-eng lsp
attributes 1 list

ステップ 3

LSP属性コンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：

ステップ 4

Device(config-lsp-attr)# exit

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# exit

すべての LSP属性リストの確認
設定されているすべてのLSP属性リストを確認するには、次の作業を実行します。次の作業を
実行し、すべてのLSP属性リストを表示して、設定した属性リストが動作していることを確認
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

設定されているすべての LSP属性のリ
ストを表示します。

show mpls traffic-eng lsp attributes string
[details]

例：

ステップ 2

Device# show mpls traffic-eng lsp
attributes

設定されているすべての LSP属性リス
トが想定どおりであることを確認しま

show running-config | begin text-string

例：

ステップ 3

す。mpls traffic-eng lsp text-stringを指定

Device# show running-config | begin
mpls traffic-eng lsp

して beginコマンド修飾子を使用する
と、コンフィギュレーションファイル

内の LSP属性情報を検索されます。

ユーザー EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

Device# exit

LSP属性リストとMPLS TEトンネルのパスオプションとの関連付け
LSP属性リストとMPLS TEトンネルのパスオプションを関連付けるには、次の作業を実行し
ます。この作業は、設定した LSP属性リストをMPLS TEトンネルのパスオプションに適用す
る場合に必要です。

要件に応じて、異なるパスオプションに対して、異なる属性のセットを持つ LSP属性リスト
を設定できます。また、LSP属性リストは、同じ LSP属性を使用する複数の TEトンネルを設
定するための簡単な方法でもあります。つまり、同じLSP属性リストを参照して、1つ以上の
TEトンネルの LSP固有のパラメータを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface tunnel 1

ステップ 3

• type引数は、設定するインター
フェイスのタイプです。

• number引数は、作成または設定す
るトンネルインターフェイスの番

号です。

このパスオプションのトンネルの宛先

を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

ステップ 4

• hostname引数は、ホスト宛先の名
前です。

Device(config-if)# tunnel destination
10.10.10.12

• ip-address引数は、10進の 4分割
ドット表記で表した、ホスト宛先

の IPアドレスです。

MPLSTEのトンネルのカプセル化モー
ドを設定します。

tunnel mode mpls traffic-eng

例：

ステップ 5

Device(config-if)# tunnel mode mpls
traffic-eng

IGPにおける拡張 Shortest Path First
（SPF）の計算において、（トンネル

tunnel mpls traffic-eng autoroute
announce

例：

ステップ 6

がアップの場合に）トンネルを使用す

る必要があることを指定します。

Device(config-if)# tunnel mpls
traffic-eng autoroute announce

MPLSTEトンネルで必要な帯域幅を設
定し、その帯域幅をサブプールまたは

グローバルプールに割り当てます。

tunnel mpls traffic-eng bandwidth
[|global] bandwidth

例：

ステップ 7

• globalキーワードは、グローバル
プールトンネルを示します。

Device(config-if)# tunnel mpls
traffic-eng bandwidth 1000

• kbps引数は、MPLSTEトンネルで
確保するkbps単位の帯域幅です。
範囲は 1～ 4294967295です。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

どの既存のトンネルを優先的に取得す

るかをシステムが決定する場合に使用

されるプライオリティを設定します。

tunnel mpls traffic-eng priority
setup-priority [hold-priority]

例：

ステップ 8

• setup-priority引数は、このトンネ
ルでの LSPのシグナリング時に既

Device(config-if)# tunnel mpls
traffic-eng priority 1 1

存のどのトンネルよりも優先的に

取得できるかを決定するために使

用されるプライオリティです。

有効な値の範囲は 0～ 7です。値が小
さいほど、プライオリティが高いこと

を示します。設定プライオリティが 0
の LSPは、プライオリティが 0以外の
どの LSPよりも優先的に取得されま
す。

• hold-priority引数は、このトンネル
の LSPと関連付けられた、シグナ
リングされている他の LSPの方を
優先的に取得する必要があるかど

うかを決定するためのプライオリ

ティです。

有効な値は 0～ 7であり、数字が小さ
いほど優先順位は高くなります。

LSP属性リストを追加して、MPLS TE
トンネルのパスオプションのLSP関連
パラメータを指定します。

tunnel mpls traffic-eng path-option
number {dynamic | explicit {name
path-name | path-number} [verbatim]}
[attributes string] [bandwidth [ global]
kbps] [lockdown]

ステップ 9

• number引数は、パスオプションを
示します。

例：

• dynamicキーワードは、パスオプ
ションがダイナミックに計算され

Device(config-if)# tunnel mpls
traffic-eng path-option 1 dynamic
attributes 1 ることを示します（ルータによっ

て最良パスが計算されます）。

• explicitキーワードは、パスオプ
ションが指定されていることを示

します。パスの IPアドレスを指定
します。

• name path-nameのキーワードと引
数の組み合わせは、明示パスオプ

ションの名前を示します。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

• path-number引数は、明示パスオ
プションの番号を示します。

• verbatimキーワードを指定する
と、トポロジデータベース検証が

バイパスされます。

verbatimキーワードは、明
示パスオプションでだけ使

用できます。

（注）

• attributes stringのキーワードと引
数の組み合わせは、LSPのパスオ
プションを指定する属性リストを

示します。

• bandwidthキーワードは、LSPの
帯域幅を指定します。

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

• lockdownキーワードを指定する
と、LSPの再最適化がディセーブ
ルになります。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 10

Device(config-if)# end

異なる LSP属性を使用するためのパスオプションの変更
パスオプションを変更して異なる LSP属性リストを使用するには、次の作業を実行します。

要件に応じて、異なるパスオプションに対して異なる属性のセットを持つ LSP属性リストを
設定したり、パスオプションに関連付けられた属性のセットを変更したりできます。パスオプ

ションを変更して異なる LSP属性リストを使用するには、tunnel mpls traffic-eng path-option
number dynamic attributes stringコマンドをインターフェイスコンフィギュレーションモード
で使用します。attributesおよび stringのキーワードと引数は、指定したパスオプションの新し
い LSP属性リストを示します。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface tunnel 1

ステップ 3

• type引数は、設定するインターフェ
イスのタイプです。

• number引数は、作成または設定す
るトンネルインターフェイスの番

号です。

このパスオプションのトンネルの宛先

を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

ステップ 4

• hostname引数は、ホスト宛先の名
前です。

Device(config-if)# tunnel destination
10.10.10.12

• ip-address引数は、10進の 4分割
ドット表記で表した、ホスト宛先の

IPアドレスです。

LSP属性リストを追加して、MPLS TE
トンネルのパスオプションの LSP関連
パラメータを指定します。

tunnel mpls traffic-eng path-option
number {dynamic | explicit
{namepath-name | path-number}
[verbatim]} [attributesstring] [bandwidth
[ global] kbps] [lockdown]

ステップ 5

• number引数は、パスオプションを
示します。

例：

• dynamicキーワードは、パスオプ
ションがダイナミックに計算される

Device(config-if)# tunnel mpls
traffic-eng path-option 1 dynamic
attributes 1 ことを示します（ルータによって最

良パスが計算されます）。

• explicitキーワードは、パスオプ
ションが指定されていることを示し

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

ます。パスの IPアドレスを指定し
ます。

• namepath-nameのキーワードと引数
の組み合わせは、明示パスオプショ

ンの名前を示します。

• path-number引数は、明示パスオプ
ションの番号を示します。

• verbatimキーワードを指定すると、
トポロジデータベース検証がバイパ

スされます。

verbatimキーワードは、明
示パスオプションでだけ使

用できます。

（注）

• attributesstringのキーワードと引数
の組み合わせは、LSPのパスオプ
ションを指定する属性リストを示し

ます。

• bandwidthキーワードは、LSPの帯
域幅を指定します。

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

• lockdownキーワードを指定する
と、LSPの再最適化がディセーブル
になります。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 6

Device(config-if)# end
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MPLS TEトンネルの LSPのパスオプションの削除
MPLS TEトンネルの LSPのパスオプションを削除するには、次の作業を実行します。MPLS
TEトンネルのトラフィック要件が変更された場合は、次の作業を実行して LSPのパスオプ
ションを削除します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface tunnel 1

ステップ 3

• type引数は、設定するインターフェ
イスのタイプです。

• number引数は、作成または設定す
るトンネルインターフェイスの番

号です。

このパスオプションのトンネルの宛先

を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

ステップ 4

• hostname引数は、ホスト宛先の名
前です。

Device(config-if)# tunnel destination
10.10.10.12

• ip-address引数は、10進の 4分割
ドット表記で表した、ホスト宛先の

IPアドレスです。

MPLS TEトンネルのパスオプションの
LSP関連パラメータを指定する LSP属
性リストを削除します。

no tunnel mpls traffic-eng path-option
number {dynamic | explicit
{namepath-name | path-number}
[verbatim]} [attributesstring] [bandwidth
[ global] kbps] [lockdown]

ステップ 5

• number引数は、パスオプションを
示します。

例：

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
22

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定

MPLS TEトンネルの LSPのパスオプションの削除



目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# no tunnel mpls
• dynamicキーワードは、パスオプ
ションがダイナミックに計算されるtraffic-eng path-option 1 dynamic

attributes 1 ことを示します（ルータによって最

良パスが計算されます）。

• explicitキーワードは、パスオプ
ションが指定されていることを示し

ます。パスの IPアドレスを指定し
ます。

• namepath-nameのキーワードと引数
の組み合わせは、明示パスオプショ

ンの名前を示します。

• path-number引数は、明示パスオプ
ションの番号を示します。

• verbatimキーワードを指定すると、
トポロジデータベース検証がバイパ

スされます。

verbatimキーワードは、明
示パスオプションでだけ使

用できます。

（注）

• attributesstringのキーワードと引数
の組み合わせは、LSPのパスオプ
ションを指定する属性リストを示し

ます。

• bandwidthキーワードは、LSPの帯
域幅を指定します。

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

• lockdownキーワードを指定する
と、LSPの再最適化がディセーブル
になります。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# end

LSPが正しい属性を使用してシグナリングされていることの確認
指定したトンネルで LSPが正しい属性を使用してシグナリングされていることを確認するに
は、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

指定したトンネルで LSPが正しい属性
を使用してシグナリングされていること

を確認します。

show mpls traffic-eng tunnels
tunnel-interface [brief]

例：

ステップ 2

Device# show mpls traffic-eng tunnels
tunnel1

このコマンドを使用して、ユーザEXEC
モードに戻ります。次に例を示します。

exit

例：

ステップ 3

Device# exit

帯域幅上書きのパスオプションの設定

ここでは、帯域幅上書きのパスオプションを設定するための手順について説明します。

path-optionパラメータとして帯域幅を設定すると、path-optionパラメータとして LSP属性リス
トを設定することはできなくなります。

（注）

TEトンネルのフォールバック帯域幅パスオプションの設定

TEトンネルのフォールバック帯域幅パスオプションを設定するには、次の作業を実行します。
次の作業を実行して、トンネルのヘッドエンドでLSPの確立に失敗するたびに帯域幅の制約が
緩和されるパスオプションを設定します。
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帯域幅上書きのパスオプション機能を設定することにより、パスオプションにおける帯域幅

の制約を一時的に緩和して、TEトンネルで LSPが設定される確率を高めることができます。
TEトンネルで帯域幅上書きのパスオプションが使用されている場合、トラフィックエンジニ
アリングソフトウェアでは、帯域幅が元々設定されているより適したパスオプションが使用

されるように、30秒ごとにトンネルの再最適化が試みられます。帯域幅上書きのパスオプショ
ン機能は帯域幅の制約を一時的に緩和することを目的として設計されています。すべてのトラ

フィックエンジニアリングトンネルの再最適化を即時に実行する場合は、mpls traffic-eng
reoptimizeコマンドを使用できます。また、帯域幅上書きに lockdownコマンドを設定して、
自動再最適化を防止できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface tunnel 1

ステップ 3

• type引数は、設定するインターフェ
イスのタイプです。

• number引数は、作成または設定す
るトンネルインターフェイスの番

号です。

このパスオプションのトンネルの宛先

を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

ステップ 4

• hostname引数は、ホスト宛先の名
前です。

Device(config-if)# tunnel destination
10.10.10.12

• ip-address引数は、10進の 4分割
ドット表記で表した、ホスト宛先の

IPアドレスです。

帯域幅上書きのパスオプションを追加

して、MPLS TEトンネルのパスオプ
tunnel mpls traffic-eng path-option
number {dynamic | explicit {name
path-name | path-number} [verbatim]}

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

ションに帯域幅フォールバックを指定し

ます。

[attributes string] [bandwidth [ global]
kbps] [lockdown]

例： • number引数は、パスオプションを
示します。

Device(config-if)# tunnel mpls
traffic-eng path-option 1 dynamic
bandwidth 500

• dynamicキーワードは、パスオプ
ションがダイナミックに計算される

ことを示します（ルータによって最

良パスが計算されます）。

• explicitキーワードは、パスオプ
ションが指定されていることを示し

ます。パスの IPアドレスを指定し
ます。

• namepath-nameのキーワードと引数
の組み合わせは、明示パスオプショ

ンの名前を示します。

• path-number引数は、明示パスオプ
ションの番号を示します。

• verbatimキーワードを指定すると、
トポロジデータベース検証がバイパ

スされます。

verbatimキーワードは、明
示パスオプションでだけ使

用できます。

（注）

• attributesstringのキーワードと引数
の組み合わせは、LSPのパスオプ
ションを指定する属性リストを示し

ます。

• bandwidthキーワードは、LSPの帯
域幅を指定します。

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。
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目的コマンドまたはアクション

• lockdownキーワードを指定する
と、LSPの再最適化がディセーブル
になります。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 6

Device(config-if)# end

帯域幅上書きのパスオプションの帯域幅の変更

帯域幅上書きのパスオプションの帯域幅を変更するには、次の作業を実行します。トンネルの

ヘッドエンドで LSPが確実に確立されるようにするために、パスオプションの帯域幅の制約
をさらに緩和または変更する必要がある場合があります。

帯域幅上書きのパスオプション機能は帯域幅の制約を一時的に緩和することを目的として設計

されています。すべてのトラフィックエンジニアリングトンネルの再最適化を即時に実行す

る場合は、mpls traffic-engreoptimizeコマンドを使用できます。また、帯域幅上書きに lockdown
コマンドを設定して、自動再最適化を防止できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

interface type number

例：

Device(config)# interface tunnel 1

ステップ 3

• type引数は、設定するインターフェ
イスのタイプです。

• number引数は、作成または設定す
るトンネルインターフェイスの番

号です。
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目的コマンドまたはアクション

このパスオプションのトンネルの宛先

を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

ステップ 4

• hostname引数は、ホスト宛先の名
前です。

Device(config-if)# tunnel destination
10.10.10.12

• ip-address引数は、10進の 4分割
ドット表記で表した、ホスト宛先の

IPアドレスです。

帯域幅上書きのパスオプションを追加

して、MPLS TEトンネルのパスオプ
tunnel mpls traffic-eng path-option
number {dynamic | explicit {name
path-name | path-number} [verbatim]}

ステップ 5

ションに帯域幅フォールバックを指定し

ます。
[attributes string] [bandwidth [global]
kbps] [lockdown]

例：
• number引数は、パスオプションを
示します。

Device(config-if)# tunnel mpls • dynamicキーワードは、パスオプ
ションがダイナミックに計算される

traffic-eng path-option 2 dynamic
bandwidth 500

ことを示します（ルータによって最

良パスが計算されます）。
例：

• explicitキーワードは、パスオプ
ションが指定されていることを示し

ます。パスの IPアドレスを指定し
ます。

• namepath-nameのキーワードと引数
の組み合わせは、明示パスオプショ

ンの名前を示します。

• path-number引数は、明示パスオプ
ションの番号を示します。

• verbatimキーワードを指定すると、
トポロジデータベース検証がバイパ

スされます。

verbatimキーワードは、明
示パスオプションでだけ使

用できます。

（注）

• attributesstringのキーワードと引数
の組み合わせは、LSPのパスオプ
ションを指定する属性リストを示し

ます。
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目的コマンドまたはアクション

• bandwidthキーワードは、LSPの帯
域幅を指定します。

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

• lockdownキーワードを指定する
と、LSPの再最適化がディセーブル
になります。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 6

Device(config-if)# end

（任意）トンネルの情報を表示します。show mpls traffic-eng tunnels
tunnel-interface [brief]

ステップ 7

• Use the showmplstraffic-engtunnels
command to verify which bandwidth
path option is in use by the LSP.

例：

Device# show mpls traffic-eng tunnels
tunnel1

帯域幅上書きのパスオプションの削除

帯域幅上書きのパスオプションの帯域幅を削除するには、次の作業を実行します。帯域幅上書

きのパスオプション機能は帯域幅の制約を一時的に緩和することを目的として設計されていま

す。次の作業を実行して、帯域幅の上書きが不要な場合にこれを削除します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
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目的コマンドまたはアクション

トンネルインターフェイスタイプを設

定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface tunnel number

例：

Device(config)# interface tunnel 1

ステップ 3

• number引数は、作成または設定す
るトンネルインターフェイスの番

号です。

このパスオプションのトンネルの宛先

を指定します。

tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

ステップ 4

• hostname引数は、ホスト宛先の名
前です。

Device(config-if)# tunnel destination
10.10.10.12

• ip-address引数は、10進の 4分割
ドット表記で表した、ホスト宛先の

IPアドレスです。

MPLS TEトンネルのパスオプションの
帯域幅フォールバックを指定する帯域幅

上書きのパスオプションを削除します。

no tunnel mpls traffic-eng path-option
number {dynamic | explicit {name
path-name | path-number} [verbatim]}
[attributes string] [bandwidth [ global]
kbps] [lockdown]

ステップ 5

• number引数は、パスオプションを
示します。

例：

• dynamicキーワードは、パスオプ
ションがダイナミックに計算される

Device(config-if)# no tunnel mpls
traffic-eng path-option 2 dynamic
bandwidth 500 ことを示します（ルータによって最

良パスが計算されます）。

• explicitキーワードは、パスオプ
ションが指定されていることを示し

ます。パスの IPアドレスを指定し
ます。

• name path-nameのキーワードと引
数の組み合わせは、明示パスオプ

ションの名前を示します。

• path-number引数は、明示パスオプ
ションの番号を示します。

• verbatimキーワードを指定すると、
トポロジデータベース検証がバイパ

スされます。
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目的コマンドまたはアクション

verbatimキーワードは、明
示パスオプションでだけ使

用できます。

（注）

• attributes stringのキーワードと引数
の組み合わせは、LSPのパスオプ
ションを指定する属性リストを示し

ます。

• bandwidthキーワードは、LSPの帯
域幅を指定します。

• globalキーワードは、グローバル
プールパスオプションを示しま

す。

• kbps引数は、パスオプションで確
保する kbpsの数値です。範囲は 1
～ 4294967295です。

• lockdownキーワードを指定する
と、LSPの再最適化がディセーブル
になります。

（任意）終了して、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：

ステップ 6

Device(config-if)# end

（任意）トンネルの情報を表示します。show mpls traffic-eng tunnels
tunnel-interface [brief]

ステップ 7

•どの帯域幅パスオプションが LSP
で使用されているかを確認する場合例：

に show mpls traffic-eng tunnelsコ
マンドを使用します。

Device# show mpls traffic-eng tunnels
tunnel1

LSPが正しい帯域幅を使用してシグナリングされていることの確認

LSPが正しい帯域幅を使用してシグナリングされていることを確認するには、次の手順を実行
します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device> enable

ステップ 1

LSPが正しい帯域幅を使用してシグナリ
ングされていること、およびトンネルに

show mpls traffic-eng tunnels
tunnel-interface [brief]

例：

ステップ 2

設定されている帯域幅が上書きされてい

ることを確認します。

Device# show mpls traffic-eng tunnels
tunnel21 帯域幅の上書きがアクティブにシグナリ

ングされている場合は、show mpls
traffic-eng tunnelコマンドによって
Active Path Option Parametersという見出
しの下に帯域幅の上書き情報が表示され

ます。この例では、帯域幅の上書き

（BandwidthOverride）がイネーブルに
なっており、トンネルがpath-option 2を
使用してシグナリングされていることが

示されています。シグナリングされてい

る帯域幅は 500です。これは、パスオ
プション2に設定されている値であり、
トンネルインターフェイスに設定され

ている 1000 kbpsの帯域幅が上書きされ
ています。

このコマンドを使用して、ユーザEXEC
モードに戻ります。次に例を示します。

exit

例：

ステップ 3

Device# exit

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定例
ここでは、MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定例を紹介します。

LSP属性リストの設定：例

例：LSP属性リストの設定

次の例は、番号 1で識別される LSP属性リストでアフィニティおよび帯域幅の LSP関連の属
性を設定する方法を示しています。
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Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 1
Device(config-lsp-attr)# affinity 7 mask 7
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000
Device(config-lsp-attr)# exit

例：LSP属性リストへの属性の追加

次に、番号 1で識別される LSP属性リストに priority属性を追加する例を示します。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 1
Device(config-lsp-attr)# affinity 7 mask 7
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# exit

例：LSP属性リストからの属性の削除

次に、文字列 'simple'で識別されるLSP属性リストから priority属性を削除する例を示します。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes simple
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# list
LIST simple
priority 1 1
!
Device(config-lsp-attr)# no priority
Device(config-lsp-attr)# list
LIST simple
!
Device(config-lsp-attr)# exit

例：LSP属性リスト内の属性の変更

次の例は、番号 5で識別される LSP属性リスト内の帯域幅を変更する方法を示しています。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 5
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# list
LIST 5
bandwidth 1000
priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 500
Device(config-lsp-attr)# list
LIST 5
bandwidth 500
priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# exit

例：LSP属性リストの削除

次の例では、番号 1で識別される LSP属性リストを削除する方法を示します。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 1
Device(config-lsp-attr)# affinity 7 mask 7
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Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1

Device(config-lsp-attr)# exit
!
Device(config)# no mpls traffic-eng lsp attributes 1

例：LSP属性リストと TEトンネルのパスオプションとの関連付け

次の例は、番号 3で識別される LSP属性リストをパスオプション 1に関連付けています。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 3
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000
Device(config-lsp-attr)# priority 2 2
Device(config-lsp-attr)# exit
!
!
Device(config)# interface Tunnel 1
Device(config-if)# ip unnumbered FastEthernet1/0/1
Device(config-if)# tunnel destination 10.112.0.12
Device(config-if)# tunnel mode mpls traffic-eng
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng affinity 1
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng bandwidth 5000
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 1 dynamic attributes 3

この設定では、LSPは次の属性を持ちます。

{bandwidth = 1000
priority = 2 2
affinity 1
reroute enabled.
}

パスオプションによって参照される LSP属性リストは、トンネルインターフェイスに設定さ
れた値よりも優先されます。

例：異なる LSP属性を使用するためのパスオプションの変更

次に、パスオプション 1を変更して、番号 1で識別されるLSP属性リストを使用する例を示し
ます。

Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 1
Device(config-lsp-attr)# affinity 7 mask 7
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 500
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# exit
Device(config)# mpls traffic-eng lsp attributes 2
Device(config-lsp-attr)# bandwidth 1000
Device(config-lsp-attr)# priority 1 1
Device(config-lsp-attr)# exit
Device(config)# interface Tunnel 1
Device(config-if)# ip unnumbered FastEthernet1/0/1
Device(config-if)# tunnel destination 10.112.0.12
Device(config-if)# tunnel mode mpls traffic-eng
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng affinity 1
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng bandwidth 5000
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 1 dynamic attributes 1
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この設定では、LSPは次の属性を持ちます。

{affinity = 7 mask = 7
bandwidth = 500
priority = 1 1
}

例：MPLS TEトンネルの LSPパスオプションの削除

次に、TEトンネルの LSPのパスオプション 1を削除する例を示します。

Device(config)# interface Tunnel 1
Device(config-if)# ip unnumbered FastEthernet1/0/1
Device(config-if)# tunnel destination 10.112.0.12
Device(config-if)# tunnel mode mpls traffic-eng
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng affinity 1
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng bandwidth 5000
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 1 explicit path1 attributes 1
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 2 explicit path2 attributes 2
!
!
Device(config-if)# no tunnel mpls traffic-eng path-option 1 explicit path1 attributes 1

帯域幅上書きのパスオプションの設定：例

例：帯域幅上書きのパスオプションの設定

次に、パスオプションを設定して帯域幅を上書きする例を示します。

Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 3 explicit name path1 ?
attributes Specify an LSP attribute list
bandwidth override the bandwidth configured on the tunnel
lockdown not a candidate for reoptimization
<cr>

Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 3 explicit name path1 bandwidth
?

<0-4294967295> bandwidth requirement in kbps
Device(config-if)# tunnel mpls traffic-eng path-option 3 explicit name path1 bandwidth
500 ?

lockdown not a candidate for reoptimization
<cr>

path-optionパラメータとして帯域幅を設定すると、path-optionパラメータとして LSP属性リス
トを設定することはできなくなります。

（注）

TEトンネルのフォールバック帯域幅パスオプションの設定：例

次に、tunnel mpls traffic-eng path-optionコマンドを使用して複数のパスオプションを設定す
る例を示します。

interface Tunnel 1
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ip unnumbered Loopback0
tunnel destination 10.10.10.12
tunnel mode mpls traffic-eng
tunnel mpls traffic-eng autoroute announce
tunnel mpls traffic-eng priority 1 1
tunnel mpls traffic-eng bandwidth 1000
tunnel mpls traffic-eng path-option 1 explicit name path1
tunnel mpls traffic-eng path-option 2 explicit name path2 bandwidth 500
tunnel mpls traffic-eng path-option 3 dynamic bandwidth 0
end

デバイスでは、次のように優先度順に LSPのパスオプションが選択されます。

•デバイスでは、パスオプションを使用して、path-option 1から LSPのシグナリングが試み
られます。

path-option 1には帯域幅が設定されていないため、デバイスでは、トンネルインターフェイス
に設定された 1000 kbpsの帯域幅を使用して LSPのシグナリングが試みられます。

•ネットワークで 1000 kbpsの帯域幅を利用できない場合、デバイスは、path-option 2を使用
して LSPの確立を試みます。

path-option2には、500kbpsの帯域幅が設定されています。これにより、トンネルインターフェ
イスに設定されている元の 1000 kbpsの帯域幅の制約が緩和されます。

• 500 kbpsが利用できない場合、デバイスは、path-option 3を使用して LSPの確立を試みま
す。

path-option 3はダイナミックとして設定されており、帯域幅は 0です。宛先までの IPパスが存
在し、他のすべてのトンネル制約が満たされる場合、デバイスで LSPが確立されます。

例：帯域幅上書きのパスオプションにおける帯域幅の変更

次の例は、帯域幅上書きのパスオプションの帯域幅を変更する方法を示しています。path-option
3が帯域幅 100 kbpsの明示パスに変更されています。また、path-option 4が帯域幅 0に設定さ
れています。

interface Tunnel 1
ip unnumbered Loopback0
tunnel destination 10.10.10.12
tunnel mode mpls traffic-eng
tunnel mpls traffic-eng autoroute announce
tunnel mpls traffic-eng priority 1 1
tunnel mpls traffic-eng bandwidth 1000
tunnel mpls traffic-eng path-option 1 explicit name path1
tunnel mpls traffic-eng path-option 2 explicit name path2 bandwidth 500
tunnel mpls traffic-eng path-option 3 dynamic bandwidth 0
!
!
Device(config)# tunnel mpls traffic-eng path-option 3 explicit name path3 bandwidth 100
Device(config)# tunnel mpls traffic-eng path-option 4 dynamic bandwidth 0
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例：MPLS TEトンネルの LSPパスオプション帯域幅値の削除

次の例は、MPLS TEトンネルの LSPのパスオプション 3の帯域幅を削除する方法を示してい
ます。

interface Tunnel 1
ip unnumbered Loopback0
tunnel destination 10.10.10.12
tunnel mode mpls traffic-eng
tunnel mpls traffic-eng autoroute announce
tunnel mpls traffic-eng priority 1 1
tunnel mpls traffic-eng bandwidth 1000
tunnel mpls traffic-eng path-option 1 explicit name path1
tunnel mpls traffic-eng path-option 2 explicit name path2 bandwidth 500
tunnel mpls traffic-eng path-option 3 explicit name path3 bandwidth 100
tunnel mpls traffic-eng path-option 4 dynamic bandwidth 0
!
Router(config)# no tunnel mpls traffic-eng path-option 3 explicit name path3 bandwidth
100
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MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の機能情
報

次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

機能情報機能リリース

MPLSトラフィックエンジニ
アリング - LSP属性機能は、
MPLS TE機能の拡張版であ
り、LSP属性リスト機能と帯
域幅上書きのパスオプション

機能を備えています。これら

の機能によって、MPLS TEト
ンネルパスオプションの LSP
属性を柔軟に設定できるよう

になります。LSP属性リスト
を使用すると、TEトンネルの
パスオプションに対して複数

の LSP属性を適用できます。
必要な LSP属性が帯域幅だけ
である場合、帯域幅上書きの

パスオプションを設定できま

す。
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Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、https://cfnng.cisco.com/に
アクセスします。

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定
38

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の設定

MPLSトラフィックエンジニアリング - LSP属性の機能情報

https://cfnng.cisco.com/


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


